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Ｏ
同
時
＝
十
一
月
十
日
～
十
一
日

〇
場
所
＝
想

帯

駆

嚢

基

餌

は を 村 可 四 は  す 福 正 6S る 東 町 二 堀 は
県 可 も 決 回

｀
第 る 島 式 号 4事 の 電

V原
雅 六 東

民 決 同 じ の 福 二
°
県 に 機 機 故 は が 四 発 雄 月 京

炉 ど 町 を で て  現 で が 。 1 す
゛
岡 第 内 長

東
電
、
福
島
第
二
原
発
四
基
の
廃
炉
表
明

ま
た
、
元
県
知
事
や
元
県
議
会

議
長
、
芥
川
賞
受
賞
作
家
な
ど
十

氏
の
呼
び
か
け
に
よ
る

「福
島
県

内
の
全
十
基
の
廃
炉
を
求
め
る
会
」

を
は
じ
め
、
広
範
な
団
体
が
廃
炉

を
求
め
る
運
動
を
続
け
て
き
た
。

東
電
の
廃
炉
表
明
は
、　
一
貫
し

た
県
民
世
論
と
運
動
が
追
い
詰
め

た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
原

発
の
あ
る
道
県
で
、
最
初
に
原
発

ゼ

ロ
に
踏
み
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。

「原
発
ゼ
ロ
」
こ
そ
現
実
的

東
電
は
、
事
故
の
法
的
責
任
を

認
め
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
被
災

者
支
援
や
復
興
に
ま
と
も
に
向
き

合

っ
て
い
な
い
。
今
回
の
第
二
原

発
廃
炉
決
定
が
遅
れ
た
こ
と
の
真

の
理
由
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

柏
崎

・
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
軸

足
を
動
か
す
こ
と
な
ど
は
到
底
許

○
新
潟
県
知
事
選
一　
原
発
再
稼
働
反
対
の
民
意
を
反
映
し
た
県
政
運
営
を

（二
面
）

①
被
災
８
年
目
の
福
島
県
Ⅸ
基
帯
八
町
村
の
小
申
学
校
の
現
状

公
二
面
）

○
米
朝
一
史
上
初
の
首
脳
会
談

（五
面
）

さ
れ
な
い
。

安
倍
政
権
は

「第
五
次

エ
ネ

ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
を
近
く
決
定
し

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
原
発
比
率

二
〇
～
三
二
ど
は
二
十
基
を
動
か

さ
な
い
と
確
保
で
き
な
い
内
容
と

な

っ
て
い
る
。
ま

つ
た
く
現
実
離

れ
も
甚
だ
し
い
。

「原
発
ゼ

ロ
」
こ
そ
現
実
的
に

な

っ
て
い
る
。

福
島
原
発
事
故
か
ら
国
民
は
、

①
原
発
事
故
が
あ
ま
り
に
も
深
刻

で
、
長
期
に
わ
た
る
被
害
を
も
た

ら
す
こ
と
、
②
安
全
神
話
が
崩
壊

し
、
大
事
故
発
生
を
だ
れ
も
否
定

で
き
な
い
こ
と
、
③
原
発
が
動
か

な
く
と
も
電
力
供
給
に
支
障
が
な

い
こ
と
、
④
原
発
は
安
い
ど
こ
ろ

か
最
も
高
く

つ
く
こ
と
、
な
ど
を

学
ん
だ
。

「
３

ｏ
ｌ
ｌ
」
事
故
は
国
民
意

識
に
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
し
、

い
ま
も
そ
の
途
上
に
あ
る
。

確
信
を
も

つ
て
再
稼
働
反
対
、

原
発
ゼ

ロ
に
取
り
組
も
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

（伊
東
達
也
筆
頭
代
表
委
員
）

●
福
島
第

一
原
発
事

故
に

つ
い
て
、
安
倍

政
権
は
、
そ
れ
は
な

か
つ
た
こ
と
に
し
て
、

原
発
再
稼
働
、
原
発

輸
出
に
暴
走
し
て
い
る
。
国
民

の
間
に
も

「風
化
現
象
」
が
見

ら
れ
る
●
先

の
戦
争
体
験
、
空

襲
体
験
、
被
爆
体
験
、
引
き
揚

げ
体
験
な
ど
も
、
直
接
の
体
験

者
の
多
く
が
亡
く
な
ら
れ
る
と

と
も
に
、
こ
こ
で
も

「風
化
現

象
」
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

一
方
で
、
語
り
継
ぐ
活
動
や
若

者
た
ち
の
体
験
継
承
の
活
動
が

伝
え
ら
れ
る
●
日
本
は
近
代
に

入
っ
て
、
大
き
な
国
民
的
対
話

・

議
論
が
三
度
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

一
つ
は
幕
末
か
ら
明
治
維
新
時

の
尊
皇
攘
夷
、
富
国
強
兵
を
め

ぐ
る
も
の
。
二
つ
は
日
本
敗
戦

を
め
ぐ
る
も
の
。
二

つ
は
核
兵

器
廃
絶
、
原
発
ゼ

ロ
、
憲
法
九

条
を
め
ぐ
る
も
の
●
こ
れ
ら
の

国
民
的
対
話

・
議
論
は
、
い
ず

れ
も
途
上
に
あ
る
。
そ
の
レ
ベ

ル
が
今
の
政
治
を
決
め
る
。
安

倍
政
権
の
暴
走
は
許
さ
れ
な
い
。

そ
れ
に
は
、
国
民
的
対
話

ｏ
議

論
を
広
め
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。


